
性犯罪に関する施策検討に向けた実態調査ワーキンググループ（第６回）

議事要旨

１ 日 時

平成31年３月11日（月）13:57～15:34

２ 場 所

法務省19階会議室

３ 議事次第

(1) 性犯罪加害者処遇に携わる専門家からのヒアリング

「性犯罪者処遇の実際と実践の可能性」

(2) 各種調査研究に係る中間報告

(3) その他

４ 配布資料

資料１ ヒアリング資料

資料２ 平成３０年度法務研究「性犯罪被害者の心理に関する心理学的・

精神医学的知見と捜査・公判におけるその活用について」（概要）

資料３－１ 第５回犯罪被害実態（暗数）調査の概要及び調査事項のうち

性的な被害に係る部分の主な変更点について（概要）

資料３－２ 第５回犯罪被害実態調査票

資料３－３ 自記式調査票

資料３－４ オンライン（Ｗｅｂ）回答の方法について

５ 概 要

(1) 議事(1)について，性犯罪加害者処遇に携わる専門家から，資料１に基

づき，性犯罪者処遇の実際と実践の可能性について説明を受けた後，質

疑応答を行った。

(2) 議事(2)について，「刑法の一部を改正する法律」（平成２９年法律第７

２号）附則第９条において求められている「性犯罪に係る事案の実態に

即した対処を行うための施策の在り方」を検討するため，法務省の各部

局において実施している調査研究の概要及び進捗状況について，別添の

とおり関係部局から報告があった。

なお，同調査研究のうち，「４ 性犯罪に関する罰則の運用状況等につ

いての調査」の「改正後の規定の施行状況についての調査」及び「外国



法制の継続的調査」については，資料の内容が確定し次第，法務省ホー

ムページに掲載することとなった。

(3) 議事(3)について，事務局から，他省庁において行われた性犯罪・性暴

力被害に係る実態調査として，内閣府において実施した「男女間におけ

る暴力に関する調査」，警察庁において実施した「犯罪被害類型別調査」

の概要等を説明し共有を図った。

以 上


